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岩 谷 直 治 記 念 賞 候 補 者 推 薦 要 項 
 
 
１．表彰の趣旨 
  岩谷直治記念賞は、わが国高圧ガス関係諸事業の発展に尽力した岩谷直治氏の業績を記 

念し、エネルギー、環境の分野で優れた技術を開発し、かつ産業上の貢献が認められて 
いる業績を顕彰して、斯界の発展と国民生活の向上に寄与することを目的とします。 

 
２．表彰の対象・資格 
 （１）学会・協会及び研究機関が、下記の項目に関し優れた技術開発でかつ産業上の貢献

を認めたものとします。 
      ①生産プロセスの合理化により、エネルギーの有効利用、効果的な環境保全、 

あるいは効果的な災害防止の達成 
     ②エネルギー、環境に関する独創的な技術の開発 
      ③エネルギー、環境に関連した新素材、バイオ新技術およびエレクトロ新技術の 

開発 
 （２）候補者 

個人または研究グループとし、グループの場合はその代表者を候補者とします。 
なお、 候補者は必ずしも学会・協会の会員又は研究機関の所属員であることを要し 
ません。 

 
３．岩谷直治記念賞の内容 
  原則として、毎年２件以内とし、１件につき賞状、賞牌および副賞３００万円を贈呈し

ます。 
 
４．推薦方法 
 （１）推薦者 

推薦者は関連する学会・協会又は研究機関の代表者とします。 
 （２）推薦書 
    所定の推薦書に必要事項を記載し、業績主題に関する資料（１編につき１１部） 

とともに提出して下さい。 推薦書はホームページからダウンロードすることもで 
きます。 なお、提出された推薦書及び添付資料は返却致しませんのでご承知置き 
下さい。 

 （３）推薦件数 
推薦者１名につき２件以内です。 

 （４）推薦期間と締切日  
推薦期間は、平成２２年６月１日から８月３１日までの３ヶ月間です。  
締切日は、平成２２年８月３１日（当日必着）です。 

  



 
５．選考方法 
  下記委員からなる選考委員会により選考され、評議員会の承認を得て、理事長が決定 

します。  

選  考  委  員 

副委員長   藤森啓安  東北大学名誉教授 
    委  員   秋元 肇  (財)日本環境衛生センター 

酸性雨研究センター所長 
           池上 詢  京都大学名誉教授 
           石田 愈  神奈川工科大学客員教授 
                 東京工業大学名誉教授 
           奥山雅則  大阪大学大学院基礎工学研究科 

ナノサイエンスデザイン教育研究センター特任教授 
                 大阪大学名誉教授 
           北原 武  帝京平成大学教授 
                 東京大学名誉教授 
           古崎新太郎 東京大学名誉教授 
           安井 至  (独)製品評価技術基盤機構 理事長 
                 東京大学名誉教授 

渡辺公綱  東京薬科大学客員教授 
                 東京大学名誉教授 

 
６．選考結果の通知 
  選考結果は、平成２２年１１月下旬に推薦者及び候補者に対して文書により通知します。 
 
７．贈呈式 
  受賞者に対する贈呈式は、平成２３年３月７日（月）に行う予定です。 
 
 
提出先・連絡先 
  財団法人 岩谷直治記念財団 
  住所 ： 〒１０４－００３２ 
       東京都中央区八丁堀２－１３－４ 第三長岡ビル５階 
  電話 ： ０３－３５５２－９９６０ 

ＦＡＸ：  ０３－３５５２－９９６１ 
   
 
 
 
 
 
 


